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大分縣五十川鉱出苦荻石鉱床調査報告
井　　上　　秀　　雄＊

　　　　　　　　　　　　　　：R6sum6

0n　the　Dolomite1）eロos覚of　t｝豆e　Ikagawaハ蛋iηe，0鴛紐Prefeeture

by

Hideo　Inoue

　　　The　mine　is　situate（i　at　t五e　18km　s6utheast　of　Inugai　station，　H6五i　line　in　the

Kyて1shロ．

　　　The　production　ls　about1，0GO　metric　tons　a　montね，and　has　been　used　as　refractory

materia玉．

　　　The　rocks　distributed　in　this　area　are　as　fo玉玉ows，i鵡L　descending　order；

　　　瞬灘　up』／盤部二柵謡，ぎ⑫el

　　　Mesozoicgroup　　　　　sandstone，shaleandconglomerate
　　　　（UpPerCretaceous）

　　　Paleozo至c　group　　－　　　　　　　　alternation　of　sandstone声clayslate，limestone，　quartzite

　　　　（C互ichibu－series）　　　　　　　　and　schalstein

　　　SerPentine　（intr“ded　into　paleozoic　grouP）

　　　The　doIomite　depos1ts　aτe　assumed　to　be　irreguIar　form　in　limestone．Ore　reser▽e

is　esti血ated　to　be12，700metric　tons，and　chemical　compositions　o至typical多ampIes（Wara－

bino　deposit　in　Ikagawa　mine）are　as　folIows：

　　　　　　　　　　MgO％　　　　　SiO2％　　　　　　CaO％　　・　Ig．10ss％　　『　　Total％

　　　　　　1　　　　　　　18．73　　　　　　　0．10　　　　　　　34．15　　　　　　　47．04　　　　　　　100．02

　　　　　　11　　　　　　18．78　　　　　　　0．20　　　’　，　33．81　　　　　　　46．84　　　　　　　　99．63

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ana1．Geological　Survey　of　Japan）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　1．緒　　言

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いかがわ
　昭和28年10月，六分県大野郡川登村にある五十川鉱

業株式会社の所有する苦灰石鉱床およびその周辺の苦

灰石鉱床調査を行つたので，こ～にその結果を報告する。

　当地区は苦灰石産地として，九州はもとより本邦にお

け・る重要な苦灰石の供給源で，栃木県葛生につぐ量産地

である。本地区の苦灰石調査は，昭和24年に和田利雄・

浜地忠男等が個々の鉱床について概査を行つたことがあ

り，今回は当時未調査であつた五十川鉱業の所有する2

つの苦灰石鉱床について特に詳細に調査を行い，併ぜて

往時調査を行つた他の鉱床についても，ある程度まとめ

る意1朱において再調査を行つた。

　　　　　　　　　　　　　　欠
　　　　　　　　2．位置・交通

　位置　大分県大野郡川登村

　水鉱床部

　　　累、、　府　漉

斐～憐　　　　　　　　　　日　　　　　大分

　　　　　　豊

　五万分地形図
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津久見
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　　　　一
調査位置関係図

　交通　豊肥線犬飼駅南東方12kmの地点で，

動車の便がある。

乗合賞
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　　　　F足ユ鉱業　　1　〃小野鉱業
　　　　θ五十川鉱業　　　ハ／官崎鉱業

㊥化石採取地＼走向傾斜＼断層，鉱床融び露頭
　　　　　　　　　　　　（◎休山）躍蛇縮

醐薯劇鵬

第2図大分縣大野郡川登村苦茨石鉱床附近地質図

　　　　　トララク　　　　豊肥本線
鉱石搬出　山元　　　　　・犬飼駅一一→

　　　　　　12km
　　　　　日豊本線
　　　大分一一→八幡製鉄所

3．地　 形

本地区一帯は比高200m前後の，比較的ゆるやかな

老年期的地形を呈する。当地区の西側の一部は上部白

璽紀層の軟かい岩類よりなるため，ゆるやかな地形を呈

し，東側の秩父古生層地帯はやx瞼峻となつている。

川の主なるものは野津川で，当地区のほ黛中央を西流
　そ弼“ぽる
し，清水原部落附近で地区内を北流する野津院川と合流

し，北西方約14kmの地点で大野川にそxいでいる。

当地区には石灰岩が大規模に発達しているにもか』わ

らず，カルスト地形はほとんど見られない・た壁し，か

なり顕著な鐘乳洞が2つ存在する。その内1つは風連鐘

乳洞と称し，天然記念物に指定されている。’

・4．地　質

本地区の地質は秩父古生層に属する砂岩・粘板岩・石

灰岩・輝緑凝灰岩・珪岩と，これを貫ぬく蛇紋岩および

これらと断層をもつて接する上部白璽系に属する砂岩・

頁岩・礫岩，さらにこれらを不整合に被う阿蘇熔岩お零

び沖積層より構成されている。

4．1朕父古生暦
秩父古生層は調査地域内で広い範囲を占め，一般走向『

N50。E，傾斜90～450SE　または：NWを示し，野津川

に沿うほ穿束西の断層によつて南北2地区に切断され，

北部地塊は見掛け上東方に移動Lている。これら古生層

に砂岩・粘板岩の互層・珪岩・輝緑凝灰岩・石灰岩等よ

りなつている。これら各層の相互関係はつまびらかでな

いが，おNむね整合関係と見倣しうる。

以下古生層の各岩層にっいて述べる。

砂岩・粘板岩の互層は厚さ数cm～数10cmの薄層

の互層で，地域西方の上部白璽紀層に近い附近は軟かく

南東方の後述する石灰岩の見掛上の上盤側にあるもの

は，はなはだ珪質で，珪岩に移化する傾向が見られる。珪

岩は前期砂岩・粘板岩の互層中に介在し，厚さ70～25m

を有するかなり顕著な発達を呈している。岩質は緻密塊

状，やX透明で灰黒色ないし青緑色を呈し，稀に頁岩質

物を羨有し，層理を示すことがある。

輝緑凝灰岩は前記砂岩・粘板岩の互層中に層状ないし

縞長いレソズ状をなして介在する。岩質は緻密塊状で

緑・赤・茶褐色等を呈し，その周辺では稀に赤白珪石を

伴なうことがある。石灰岩は2層あつて，前述の諸岩層
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とほ黛平行に分布しているbその1つはいわゆる「津久

見石灰岩」と称されているものの一部で，その最南西部

に当り，第2図に示すように，はなはだ大規模で地域内

だけでも延長6km，幅500m戸》1kmを有している・

本層の延長先き津久見市では，この石灰岩を利用しセメ

yト工業，その他工業原料に供するため大規模な採掘が

行われている。

　なお本層中で次の化石を採取した。

　　　P38露醜5擢細sp．

　　　，77痂6飽5sp．

　　　　　　　　　（地質部礒見技官鑑定）

　他の1層は調査地域西部の上部白璽紀層に近く存在

し，レyズ状の石灰岩が北東一南西方向に断続するもの

である。そのおのおのはおxむね延長200～400m，幅

25～80mを有する小規模な石灰岩体である。岩質は両

者いずれも緻密塊状，穏微晶質（ところにより結晶質）で

灰白ないし灰黒色を呈し，鉱石としても優秀な石灰石で

ある。

　4。2　上部白墓紀騒

　秩父古生層と断層をもつて接し，走向N35～50。W，

傾斜30（・600NEを示す。見掛上，下部に当る部分は礫

岩・砂岩よりなり，上部に当る部分は頁岩・砂岩よりな

つ宅いる。礫岩中の礫は径3《・50cmで1石英粗面岩・

紛岩・花嵩岩・珪岩・珪質砂岩等の円礫よりなり，礫の

間隙は砂粒で軟かく充填されている。砂岩と』頁岩は厚さ

数10cm～数mの互層をなし，明瞭な層理を示す。い

ずれも軟かく灰褐色を呈している。

　4．3蛇紋岩
　古生層の砂岩・粘板岩の互層中にほ黛その層理に沿い

小規模（延長20・》150m，幅10～50m）なレとズ状をな

して露出している。本岩は外観暗緑色，緻密，塊状で，

樹脂状光沢を有するものと，黄緑色で，剥理性を有する

ものとからなつている。

　4。4阿蘇熔岩
　野津院川・野津川に沿う低地帯にかなり広く分布し，

前述の古期岩類を不整合に被覆している。岩質は鼓璃質

安山岩で，しばしば黒色の鍍璃質物を流理状に含んでい

る。外観黒色ないし灰黒色を呈する。

　4．5ン申積騒

　砂礫層よりなり，低地を構成している。

5．鉱　　床

鉱床は石灰岩を交代（7）した苦灰石鉱床であり，個々

の鉱床の型態ははなはだ複雑で，一応不規則塊状ないし

は不規則レソズ状といえるが，部分的には網状や脈状に

なつている。鉱床の分布を大局的に見れば北部および南

部の2条の鉱床賦存帯が，いずれも秩父古生層の砂岩。

粘板岩中に鋏まれた石灰岩中に認められる。これら賦存

帯は苦灰石の鉱床が相集つて形成した一連のものである

が，断続性に富み，個々の鉱体の富鉱部と石灰岩との境

界はおNむね明瞭であるQ

　北部鉱床賦存帯は第2図に示すC，D，F，G，H，1，

J，K：，L，M等の新旧採掘場を結ぶ一連の石灰岩体を意

昧L，第2図C地点（旧大豊鉱山採掘場）から約2km間

に断続した石灰岩中に苦灰石鉱床が胚胎している。その

うち，休業中の採掘場が7，稼行中の採掘場が4存在し

ている。露頭はこれらの採掘場以外はほとんど認められ

ない。今回主として鉱床調査を行つた五十川鉱業の鉱床

は，本鉱床賦存帯中に存在するものである。

　南部鉱床賦存帯はいわゆる「津久見石灰岩」と称され

ている石灰岩中に胚胎する一連の鉱床集合体である。津

久見石灰岩は津久見市からS600Wの方向に幅約1km

を維持し，大野郡川登村白岩部落附近まで約18km聞　　、

に分布Lている。苦灰石は石灰岩の走向に沿い，そのほ

黛中央部に存在し，延長18kmの石灰岩中に断続して

存在している。当地区内だけで新旧採掘場が6ヵ所にあ

つて，露頭は無数に存在する。鉱床がまとまつている

部分は，本地区の清水原部落附近と津久見市与四郎・八

戸・川原内部落二帯である。

　以上の2鉱床賦存帯中の個々の鉱床の形態・規模・鉱

石の外観等はほとんど類似するが，南部鉱床賦存帯の鉱

石の方が珪酸分が高いようである。

6．鉱床各貌

　今回主として調査を行つた五十川鉱業株式会社の所有

する地蔵山鉱床および蕨野鉱床について述べる。

　6．置　地藏山鉱床（第2図F地点）

　本鉱床は第3図に示すように幅最大80m，延長200

mを有する偏豆状をなして胚胎されている。切羽面に

おける苦灰石と石灰岩（廃石）との比率は約6：4である

が，露頭面においては，それをや二下廻る隊うである。

採掘実牧率（歩どまり）は約10％と推定される。 本採掘

場は表土（赤色粘土）の厚さが1～2mあるため，作業能

率を低下せしめている。

　㊧．2蕨野鉱床（第2図G地点）　　　　　　　・

　本鉱床は前記地蔵山鉱床の北東方200mのところに

位置し，レソズ状を呈する石灰岩中に不規則な形をもつ

て胚胎している。現在観察できるのは採掘場のみで，周・

辺はまつたく露出がなく，鉱床の全貌は不明であるが，

およその規模は延長160m，幅50m弱と推定できる。

本鉱床は苦灰石の賦存率が高く，石灰岩（廃石）との比率

は7＝3程度と推定される。採掘実牧率は，苦灰石と石
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灰岩との産状ないし形態および採掘場が危険状態にある

点等より考慮して30％弱と思われる。

7．鉱　石
　いわゆる「津久見地区苦灰石」の鉱石の外観および産

状等は，栃木県葛生または門司市恒見の苦灰石とはその

趣をまつたく異にし，熊本県佐敷町産の苦灰石にまつた

く類似し。ている。

　当地区の苦灰石の外観は灰白色，稀に黄白色を帯び，

、微晶～細粒の結晶の集合よりなり，ガラス光沢を呈す

る。これに対し当地区の石灰岩は灰色ないし白色のやΣ

透明な陰微晶質であるため，両者の区別は容易で，また

露頭面においゼは石灰岩は風化表面が平坦であるのに反

し，若灰石の風化表面は鐡状（苦灰石中の石灰石の部分

のみが溶解し，苦灰石の部分が残存するため，無数の小

凹凸が生ずるため吠見織状に見える）を呈するのが特徴

である。

　当地区でいう低品位苦灰石（アクと呼ばれる）とは第4

図に示すような状態の部分，すなわち高品位苦灰石と石

灰岩とが選別でき兼ねるような混合状態のものを指さし
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第1表分析成績表

No．

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

ユ1

12

13

14

ユ5

16

17

18

19

20

’21

22
123

24

25

’26

27

28

29

採取場所
五十川鉱業蕨野鉱床
第2図H地点
　　　ドケ
　　ケ地蔵山鉱床，
第2図G地点
　　　ゲ
　　　グ
　　　ケ
　　　ヴ
　　　グ
足立鉱業黒上山鉱床

r第2図1地、点

　　　一7
　　〃　田野鉱床
第2図」地，点、

小野鉱業第三鉱床
第2図K：地点
小野鉱業第一鉱床
第2図M地点
小野鉱業第一鉱床
第2図M地点
宮崎鉱業田野鉱床
第2図N地点

　　ク　川登鉱床
第2図B地点
第2図

』川登村岩屋部落西南

方500m
足立鉱業岩屋鉱床
第2図F地点

　　ケ
岡部商店大岡鉱床
第2図A地点

　　　　グ
　　　　グ
　　　　グ
宮崎鉱業川登鉱床

『
第 2図B地、点
五十川鉱業今俵鉱床
第2図C地、点

　　　　ゲ
　　　　ヴ
第2図
今俵部落東方800m
第2図
泊野落北500m
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分析：　地質調査所　　⑱印地質調査所月報2巻2号にょる

ている。よつて第4図に示すような状態の鉱石が大規模

に存在しても，鉱床としての価値は有Lないものと考え

られる。

8．品　　質

　当地区の苦灰石はその大半を八幡製鉄所に納めでいる

ため，品質規格も八幡製鉄所の要請に応じて出荷してい

る。その品質規格は次の通りである。

　　　　　　畿麟髪｝不合格

　第1表中：No．1～：No．14は本文の北部鉱床賦存帯の

、鉱石で，No．15～No．29は南部鉱床賦存帯の鉱石であ

る。両者のMgOおよびSio2の平均分析値を示せば次

の通りである。

　　　　　　　MgO％　　Sio2％
　北部鉱床賦存帯17。手6　　0．42

　南部鉱床賦存帯　19．38　　　1．93

八幡製鉄所の品質規格から見れば，北部鉱床賦存帯の

ものが歓迎されるようである。南部鉱床賦存帯のものは

MgO’はかなり高いが，Sio2が高く，稀に5％以上もあ

る場合があるQ
　このために現在さかんに稼行されているのは北部鉱床

賦存帯の鉱床で，南部鉱床賦存帯では僅かに1鉱山のみ

が稼行されている。
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第5図　鉱石となりうろ部分の賦態

Li：石灰岩　　 Do：　ドロマイト

　，（蕨野鉱床にてスケツチ）

9．鉱・曼（第3図参照）

の

　五十川鉱業株式会祉の所有する地蔵山鉱床および蕨野
㌧
鉱
床 について計算した鉱量は次の通りである。

地蔵山鉱床

　延長120m　幅40m　高さ20m
　採掘実牧率　25％

　推定可採鉱量・約64，000t

蕨野鉱床

　延長80m　幅25m　高さ30m
　採掘実牧率　30％

　推定可採鉱量　約48，000重

聾．鉱山現況

五十川鉱山のみについて述べるQ

鉱業権者　翠十川鉱業株式会社

事業所名　地蔵山採掘場蕨野採掘場

沿　　革昭和24年7月10日より出鉱　．

採掘露天機械掘
従業員25名
機械施設　トラヅク3台　　ジャックハyマー2台

　　　ディーゼル2台　コyプレッサー2台

生産量昭和24年　　　　　　292t
　　　　　25　　　　　　　　9，128
　　　　　2δ　　　　　　17，330
　　　　　27　　　　　　　　　　　　　　　　　　12，896

　　　　　28　　（1月ヂ》9月）　　　　　7，623

　　　　計　　　　　　　　47，269
出荷先およびその比率

　八幡製鉄所　　　　　　　　90％

日立製作所畑工場

三菱製鋼長崎工場

日立製作所安芸工場

その他

鯉．結・言

3％

3％

2％

2％

本地域の苦灰石鉱床は古生層の石灰岩を交代（？）した

もので，石灰岩の走向にほ黛一致した鉱床賦存帯が見ら

れ，今回の調査で鉱床賦存帯が2条あることを究めた。

鉱床賦存帯中の個々の鉱床の規模は類似しているが，鉱

床賦存帯は南部鉱床賦存帯の方が遙かに大規模であり，

品質は北部鉱床賦存帯の方が良質で，南部鉱床賦存帯の

ものはMgOは高いが，Sio2がかなり多いため，この

賦存帯の鉱石は使用者側に敬遠されている現状である。

　現在さかんに稼行されているのは北部鉱床賦存帯中の

鉱床であるが，稼行されている全鉱床の残鉱はおよそ3α

万t以下と推定される。よつて将来は南部鉱床賦存帯に

依存しなければならない。

　当地区の鉱石の売鉱先はほとんど八幡製鉄所に限られ

ており，八幡製鉄所は苦灰石需要量の大半を良質安価な

葛生に依存しているため，当然葛生との競争が烈しくな

るわけである。当地区の苦灰石は葛生産に比べると晶質・

生産原価等の点で太刀打ちでぎないが，・た黛運賃の点の

みで支えている現況である。充分選鉱を行えばMgO16

％以上は確保できると思うが，SlO2分の多いものは肉

瞑で識別困難であるため，この点が今後の間題と、思われ

る。特に南部鉱床賦存帯中の鉱床開発に際しては，品質・

鉱床位置に関する難点が伴なうものと思われる。

　　　　　　　　　　（昭和28年10月調査）
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